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1  1ま  し が  き

5齢条桑育の蚕座面積と繭質との関係については,既に

数多くの報告があり,著者も東北農業研究第13号 (昭和47

年 )や蚕桑要報第13号 鰯 和4ヴ千)な どで, 5齢蚕座面積が

厚飼いであればあるはど繭質や虫質に悪い影響があらわれ

ることを報告し,その結果, 5齢盛食期の蚕児頭数は3110π

平方当り100～ 110頭が標準で,それより頭数が多ければ

もちろんのこと,少なくても虫質と繭質が劣 り,厚飼いの

限度は 140頭 く
｀
らいであることを普及事項として取りあlt,

現在推進されつつある。しかし,県内でその標準面積を違

守している農家は多いが,い また大規模養蚕経営農家をは

じめとして依然厚飼い飼育農家が点在する現状である。

一方,熱蚕の熟度と繭質との関係についても,多 くの報

告があり,著者も蚕糸科学と技術第18巻 9号 鰯 和54年 )で ,

過熟蚕および未熟蚕の上族は収繭量の減少のみならず,繭

質特に繭重と生糸量歩合の減少が目立つから,適熟蚕上族

が最も有効であることを報告した。県内では適熟蚕になる

まで待てず未熟蚕上族をする農家が多い。

そこで,今回は, 5齢 条桑育での蚕座面積と熟蚕の熟度

との組合わせが,繭質に如何なる影響を及ぼすかを知ろう

として試験を実施した。

試 験 方 法

昭和53年初秋蚕期及び晩秋蚕期の2蚕期に試験を実施し

た。供試蚕品種は両蚕期とも錦秋×鐘和で, 4～ 5齢屋内

条桑育を実施し,その場合の 5齢盛食期 (4日 日以降 )∞

表 : 実 施 条件

吻平方当りの蚕児頭数が 100頭 あるいは 140頭 とし,その

各々の試験区が上族時r_な つてから,熟蚕出現割合が70%

あるいは10%の 時期に動方式条払機で条払い法を実施して

回転族に収容した。その実施条件は表 1の通 りである。

3  試 験 結 果

標準・適熟区を対照区として,標準 未熟区,厚飼 適

熟区及び厚飼 未熟区を比較した結果は次の通 りである。

1 4～ 5齢経過日数は,厚飼い区は標準区よりも両蚕

期とも2時間短く,未熟蚕区は適熟蚕区よりも面蚕期と

も18時間短かつた。その結果,厚飼・未熟区く標準・未熟

区〈厚飼・適熟区〈標準・適熟区の順r_短かった。

2 4齢～結繭減蚕歩合は,両蚕期とも標準・適熟区〈

厚飼・適熟区〈標準・未熟区〈厚飼・未熟区の順に少なか

ったが,各区の間に大差は認められなかつた。

3 営繭中の温湿度は,初秋蚕期 234～ 255℃ , 66～

68%,晩秋蚕期 242～ 243℃ , 69～ 70%で各区間に差が

なかつた。

4 対 4齢起蚕 1万頭収繭量は,両蚕luと も厚飼・未熟

区〈標準・未熟区〈厚飼・適熟区〈標準・適熟区の順r―少

なく,未熟蚕上族は特に極端に少なく, また厚飼いもやや

少なかつた。
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5 結繭蚕数歩合は,両蚕期とも,普通蘭では標準・適

熟区〉厚飼・適熟区〉標準・未熟区〉厚飼・未熟区の順に

大きく,暦繭ではこれと逆の関係であつた。また回功繭は

各区の間に大差が認められなかつた。

6 繭の大きさは,両蚕期とも厚飼・未熟区〈標準・未

熱区く厚飼・適熟区く標準・適熟区の順に小さかつた。

7 繭重および繭層重は,両蚕期とも標準 適熱区〉厚

飼・適熟区〉標準・未熟区〉厚飼・ 未熱区の順に重かつた。

特に未熟蚕上族は極端に軽く,ま た,厚飼いも軽かつた。

8 繭層歩合は,両蚕期とも標準 通熟区≧厚飼 適熱

区〉標準・未熟区〉厚飼・未熱区の順に大きかつた。

9 in糸長は,標準・適熟区〉厚飼・適熟区〉標準 未

熟区と厚飼 未熟区の順r_長 かつた。

10 解じょ率は,蚕期,蚕座面積および熟度による大差

が認められなかつた。

11 生糸量歩合は,初秋蚕期は,標準 適熟区〉厚飼

適熟区〉標準・未熟区〉厚飼・未熟区と大きく,その差が

大きくて繭重とはとんど同様な傾向を示した。晩秋蚕期は ,

厚飼・適熟区〉標準・適熟区〉標準 未熱区〉厚飼 未熟

区の順r_大 きかつたが,各 区FF5に 大差が認め られなか っ

ス
=。

12 蘭格は,標準・適熱区は勝つたが,他の各区は蚕期

により優劣の差が異な リー定の傾向が認められなかつた。

表 3 繭質および繰糸調査

4 考     察

5齢盛食期の厚飼い及び末熱蚕上族は,虫質及び繭質が

劣る結果であつたが,こ 7tlよ 従来の試験結果と同様である。

しかし,未熟蚕上族は適熟蚕上族に比べて解じよ率も劣る

という従来の結果と異なり,解 じよ率は大差が認められな

結果となつた。

5  ま  と  め

5齢条桑育での蚕座面積が,標準の場合と厚飼いの場合

につき,上族時の熱蚕の熱度が,未熟の場合と適熟の場合

につき,その組合せが繭質に如何なる影響があるかを知ろ

うとして試験を実施したところ,未熟蚕上族は適熱蚕上族

よりも繭質のうち特に蔵重と生糸量歩合が劣り,その傾向

は蚕座面積が標準よりも厚飼いの場合にいちじるしかつた。

また,繭質の優劣は,蚕座面積よりも熟度の影響を強くう

けることが多いことが判明した。
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